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S'T'UDlES・6N THE DILARIDAE OF JAPAN. 

BY 

SATORU kuwAYAMA ... 

Entomological LabQratory, Hokkaido Agricultural 

Ex戸rimentStation, 

(With Plate III) 

日本産櫛義晴蛤税！こ関する研究

桑山費

（第三．圃版）

ー、緒雷

櫛髪崎蛤科 Dilaridaeは、服麹目 Neuroptera中、狭義の脈麹目

Planipennia ~t 麗し、従来世界に知られたるもの僅かに三十種内

外に過ぎぎる極めて小まるー科なれ本科に麗する昆最の最

も早〈事界記．知られたるは 1842年にして、同年 M.P.RAMBUR氏

がその著 HistoireNaturelle des Insectes, Nevroptとres第四四五頁に於

τ、宙誕牙 Grenada殉 SierraNevada高原地方の媛林中氏得'R.＇る
一種に就き、、新麗 Dilarりを創設し、併てそのぞ模式種 D：開 1adensfs
を菌（pl.IO, figs. 3 & 4）と共 ~t＇記載せ b九e 官時氏は本麗を現今b
の所謂脈麹自主 b梢類縁遠き虞麹自のセ Yグ？族 (Tribu des 

Semblides)3) ~乙隷せしめ、 Chauliodes と Semblis との爾麗の中聞に排

列し、その偶角の構造よ b考察して、比較的 Corydalis麗に近縁

1) Dilar なる名璃は最初の蓄量見を組念せJしがため、その探集地たる Sierra.Nevada.高原山除
の北僻爾 Andal田ia地方の川名E色村落45を探’て命名せるものなPと云ふ。
.2｝悶年 F副 neentomolog匂田 del' ~da.lousie, vol. .2, ・pl. 9 fig・4.Sに於ても同様の記載をな

せり。
3) RAMBUR 氏は本銀に Rhapltidia,Coヴ・dalis,・Nevromus, Chauliodes, Dilar, Sをmblisの六属

を緩ぜし告。、

、

九
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関係を有し、其他の欧産脈麹類とは類を異にするものなるべ

しと攻せ 90 1853年 FRANCISWALKER氏は大英博物館所戒＠脹

麹類標本目録を作製するに雷 b、悶じ｛ Sialidaeのー属として

取扱以たるも、同年 NEWMAN氏は Dilar属を摸式とし℃新たに

Dilaridae怠るー科を創設せ b。降つ℃ 1866年 Dr.H. HAGEN も

本麗を SialidaeJ: 9分離し党るが、ー科となさずし℃ Hemerobidae

に編入した bo 之の麓克は脈相に就きては勿論、その下口式

なる乙と、爪間盤の存在する乙と等を以℃理由とせるも、燭

角の性的差異を有する乙と及雌の産卵管の性質等は亜科とし

ての債佐あるものなる乙とを論ぜb。而し℃現今にあ b℃は、
L NAVAS.氏の如〈濁立せるー科として認むるものあるも、亦

N. BANKS氏の如く姫崎蛤科 Hemerobiidael乙編入し℃をのー亜科

として取扱ふ乙との趨嘗なるを主張するものあ b。

夏 tこ進んで本邦に於ける本科の知見を顧れば、極め℃貧

弱者るものにし℃、従来 R.MACLACHLAN，中原和郎、 L NAVASの

各氏並に岡本博士瓦著者が各一種に就言℃断片的に報告をな

せる外、他に何等の研究せられたるものあるを聞かずO 著者

先般家岡本農串博士の懲濁に従ひ℃明か本邦産本科一－NAVお

民民従ひ科とし℃取扱ふべしーーに就3℃皐ぷ蕗あ bしも、そ
の検せし標本は僅かに五顕にし℃、而かも多 iは乾燥且不完
杢なるものな bしを以τ、研究には可成bの苦痛を威じた 9o
然れ共卒にし℃今その結果の大要を報ずる乙とを得たるは偏

に岡本博士の懇篤なる指導の賜にしτ、記するに先7さち同博
士に深厚在る戚謝の意を表す6 ~j 理農皐博士松村教授は貴重
なる標本及び国書を検するの自由を典へられ、三橋信治氏は

文献謄寓其他に多大の助力を寄せられた 90 z.れ亦著．者の戚
謝措〈能はぎる蕗な bとす。

＝、科の特徴

本科は（1）雄の鰯角櫛歯放をなし各節外側に向つ℃ー歯を～

有する之と、（2）雌は腹端に長さ産卵管を有する之と、.(3）雄雄

共頭頂re三癌起を有し後方のニ個は大なる乙と等によ b℃容
易に他の脈麹類と匡別する乙とを得。今本科の代表たる Dilar
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属に聖母し RAMB UR友 WALKER氏の下したる定義を基礎としτ本
科成識の特徴をヨkt己記述すべし。
頭部、口器僅かに突出し下口式をなす。裳は甚だ短かし。

頭頂に相隔 h℃三個の草眼朕癌起あ b。後方のニ個は前方の
ものに比し遁かに大な b。鮪角は雄氏あ bτ は精長けれども

太からず、基部友末端の畿節を除3、各環節端よ b外方に向
。τー歯を出し櫛歯肢を呈す。雄氏あ b℃は草に線肢はしτ、
何れも細毛を密生す。

＼前胸は短くして稿短形を呈す。脚は五蹄節を有し第一蹴

節は他のものよ b甚だ長〈、第五蹴節は第二蹄節よ b稿短か
し。瓜は正常にしτ少しく細〈、爪問盤を有す。
麹は少し〈細長にして麹端鏡尖ならず。豚相は縦豚稽多

きも横豚は細長なる前綾部民併列せる外比較的少なし。前後

麹共にー若くはこ個の顕著煮る眼勘を有す。

腹部は雄に於℃は外形比較的複雑ならぎる尾端に終るも、

雄にあ bては尾端に甚7さ細長なる産卵管を有す。

三、軒究歴史

本邦産櫛義晴蛤科に関する研兜は、従来殆｝：：.. ・杢〈分類皐

的方面＼t止まれ而かも既に緒言に於τ述べたるが如〈僅か
に二三の断片的記事あるに過ぎずO 今暫し之れが研究の跡を

尋ねんとす。

西暦1883年 ROBERTMACLACHLAN氏（7）：のはEntomologicalMonthly 
Magazine第す九港民ヤDilarJ》ont'cusnov. sp.”なる題下に GEORGE

LEWIS 氏の本州繭島よ b得たる一雄標本に就 3記載を試みた

. 9。是れ本邦産櫛暴崎蛤の皐界に紹介せられたる第一種な b。
爾後約二十五年を経過せるも其間i何等知見の追補せられ

たるものあらぎb－~、而し℃ 1909 年 LONGINGS NAVAS氏 （zo｝は
従来各地に費表せられたる既知種及民の新種を一括し℃、本

科の毛ノグラフを接表し、その記載する蕗六麗二十四種ー麓

種に及びtz0も、本邦産のものに就き℃は親しく研究し得ぎ
bしものの却し唯上越の Dilarj'aponic仰を其記事よ b推断し

4）人名の後に恕せる横狐内の貨字は委考文献目織の香裁を示す。

．〕~ • ,.-. 
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℃氏の新麗 Rexaviusi乙移した b。、

1914年中原和郎氏（8，ρ）は内地産り一種を研究するに際し、
本科は未7さ邦書に遁確に記3れたる’ものなさの故を以τ、昆
最世界誌上に簡草に本科を紹介し、新たに和名としτ論議謡
ロウ

蛤科（亜科）と稽せん之とを述べられ、同年 EntomologicalNews に於

て、氏の取扱ぴプとる種に聖母し Dilarnohirae ~：命名せられた b 。

同じく 1914年 LONGINGS.NAVAS氏 （I¢）は GeneraInsectorumの

一編として本科を執筆するに際し、 1912年東部西比利亜 I!J 

記載せし Dilarseptentrionalis NAv.の朝鮮にも分布する乙とを述

べn.b。
1918年 J.H. COMSTOCK民の盛衰したる昆患の麹の研究に於

℃は、本科に閲するものはその材料としてあ・'farnohirae 又は

Rexavius japo抑制を用ひてその論評を試みられた b。

最近に至 b1920年岡本博士及著者 (I7）は蓋潜産の｛種に

就き研究をなし、之を新種と認品τLidarノ匂rmosanusの名の下
に接表せ bo. 
以上は本邦産櫛髪崎蛤の研究歴史なるが、之れによ b℃

観れば従来知られたるものは四種を童文ム。

回、形態

櫛髪騎蛤類に関する形態撃的研究とじては、肢に HAGEN

(3), NAVAS (Io, I4）雨氏の記述あ bo 備麹に就きては COMSTOCK氏

(2）の批評あ b。既に大要を謹せ bと雄も、本文に於ても亦順

序 ξ し℃形態の一般的記載をなし、併℃著者の観察を追補し、

聯か従来の研究を論評する慮あらんとす。

本科の昆識は豚麹類中比較的小形なるものにして、その・

大き並に形獄は姫崎蛤科 Hemerobiidaeiと酷似せ !J0 従来の記録

に徴するは関長の最大なるものは Dilar(Lidar) formosanus OKAM. 

et KWYM. （牽濁産）の 8.5 粍にして、その最小なるは .Nallachius

prestoni M’L.‘（プラジノV 産）の Z！粍な bc 麹の開張に就 3τ は従

来記録せられたるものは 10.5乃至 34粍の聞にあ b。檀は極め
て繊弱にして比較的長からずσ 一般に黄褐乃至褐色にして全

面同色毛を以℃覆はる。麹は腫形に比して大志 90 'I 
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頭部 Caputは横長にし℃、頭頂は寄形をなし、後頭部は

後方に向って僅かに園弧をなすO 頭頂よ b後頭に向日℃ーの

縦溝存せ b。口部は下方に向以僅かに突出し先方に向つ℃稿、

狭小すO 則ち下口式（：ffypognathertype）をなせ b。複眼は大にし

τ宇球形に案出し、頭頂側の和、前方に位置せ bo 去の内方に
嘗 b℃燭角存す。鱒免問則ち顔面に一個、.lえ複眼の後方に嘗

b頭頂に二個の明瞭在る固形癌起を有すO 去の朕恰も単眼三

角匡の却し。後方の二個は前方のものよ b大にし℃、何れも

髄と同色、党津なく、去の杢面よ b多数の粗毛を稿密に射生

せ b。一見皐眼の観あるを以℃ RAMBUR氏り如きは之れを草

眼と誤認せbと離も、 l抵に HAGEN氏も論じたるが却く、乙は

単に癌起と見倣すを歪嘗となす。かかる例は毛麹類に於℃も

屡々遭遇する慮tとして、少しく精査すれば、之の癌起は草眼

よbも慈かに大にしτ、且他科昆晶 tζ 於ける単眼の場合に比
し遁かに各個の毘離隔 b、先海なく且全面に毛を生ぜる等り
事賓によれ容易に草眼にあらぎる乙とを知 b得べし。（著者

は乙の癌起を特に草眼朕癌起と稽せんとす。）

鮪角は雌雄その形態を異にし、雄は櫛歯獄（pectinate）を呈

し、雌は草民総扶（filiゐrm）をなす。細長江し℃一般に艦長の宇

を超へ或は憧長と略同長なるものもあ b。各環節は固筒形を

呈し。末端節のみは葱頭形をなす。全面に細毛を密生す。構

成せる環節設は勿論種ーによ b℃異るも、通常三十節内外にし

τ、少主は約二十節よ b多さは約三十五節を裁へ得る種あ b0 
第一節（基節）は他の環節よ b太〈し℃稽長く、第二節は短大に

し℃幅と長遣の比は路同様な b。第三節以下は漸次細長とな
b、中央附近の環節最も長〈、末端に近づくに従日再び短小

とな b、末端白歌節は珠裁就（moniliform）を呈す。今著者が Dilar

formosanus♀に就きτ測定せる長遣と幅の比を示せば衣の如し
偏の角位環置節 長 嫡 長f嘱

III 5.0 5.0“ I.ιo 

VI 9・5 4.8 1.98 

.IX I 1.5 4・3 2.67 

XII 12.2 4.5 2.71 

句
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xv 
XVIII 

XX! 

9.5 

6.2 

3.8 

4.3 

4.0 

4.0 

2.21 

1.55 

0.95 

雄の櫛歯は第三節よ b以下の各節＆t於て、珠戴肢を在せ
る末端の童文節を除き皆之れを有すc櫛歯は各環節の先端に於℃

外側に向日一個を有し、種によ b℃その長短を異にせ b。NAVAS

氏の如きはその形肢の差異を以て分類上のー標徴と攻す。櫛

歯は本環節よ b遁か民細〈且遁常長〈して、その形態草に本
節の分岐と見るを得ぺ〈、基部は少し・〈太〈、先端に向日て

僅かに細小せ b。然れども末端の韓微に根棒肢を呈する場合

あ b。又一般に中央附近に於ける櫛歯最も長くして、その長

3本節の二乃至四五倍に至る。 著者の検せる Dilarjaponicus 

gfacilis ~'t あ b ては櫛歯の最長なるものは本節の約 4・4倍な b
s。櫛歯は南端節のもの程漸次短小にして、そのヵープは一
般に先端に向以℃緩かに基方に向日℃急在b、命第三節I友歯

を有する最後の環節の櫛歯は甚だ短〈且その先端尖れ b。叉

種によ b℃第三節の櫛歯の下方に於τ更にーの短き鏡歯を有
する場合あ b。

口器は前述せる如〈下方を向けるも、甚し〈突出する之

とな LO 額片 Epistom5＞は正矩形を呈し短〈、額片 Clypeus又額小

片Clypeolusの直別をなし難し。その下遁は直ちに上層を受〈。

上層は亦横長にして、額片と同幅か僅かに幅庚しその前線

の中央に於て少しく窪形をなせ b。大胞は小にし℃先端尖 b
薙刀肢をなして内方に轡曲せ b。雌に於℃は先端を前方よ b

認め得べしと雄も、雄に於℃は上層 K蓋はれて之れを見ると

と困難在 bo 之の勤に関しては HAGEN氏銃R之れを住意せ !J0 

A、胞は更に認め難≪著者の検せる標本にては充分に之れを観
察し得~9 しが、 HAGEN 氏の記せる慮と略同様なるを認めた

9 o 則ち外葉は草に園筒形の嚢肢をなし、内葉は短庚扇卒lとし

て建縁の中部は鈍歯肢を呈せ b。小臆義は外観四節よ b成 b、

5) HAGEN氏は緩 Fromと上唇 L乱brumとの中聞の部分を Epistomと名付けたり。 LATREILLE

E去の EpistomisJlljち Clypeus E同意義に周ひて差支刊なかるべ〈、之れに同じく額芹の詩語を充て
たP。
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基節を除き末．節に至るに従以漸次短〈、殊に末節は甚t!.短〈
しτ紡錘形をなせ b。後方に干屠を有すと雄も小形にし℃明
瞭ならず。下層髪は小腿髪の内方に存し、進かに短小、三節

よ b成れ末端節は稽細長在 b。

胸部 Thoraxの三環節は明瞭に区別し得ぺく、中胸最も膨

大し、後胸及前胸は之れに亜〈．。前胸は頭部よ b精狭くして、
前背板 Pronotumは草騎蛤科 Chrysopidae tζ於けるが如く、属平

にし℃矩形を呈し横長な；b。普遁一、横溝を有し、倫中央部及

周遁に数個の癌起を有す。その形態恰も草眼肢癌起と同様な

9 O その配置は亦分類上注意を要する揚合あ b。中胸は大に
し℃長さよ b幅僅かに庚し。中背板 Mesonotum は前楯板 Prae-

SC＼巾llum，楯板 Scutum，小楯板 Scutellum，後楯板 Postscutellumを匡別

し得べき乙と姫婿蛤科、草崎蛤科と一般な b。楯板の前角隆

起して麹板 Parapteronを形成する之と多し。をの部分遁常地色

よb濃色な b。後胸は中胸よ b狭小にし℃同筒形をなし、背

板の構造略中胸に相似た b0 

脚 Pedesは細長にし℃、金面に細毛を密生す。前、中、後肢
は同形にして略同大なれども、後肢僅かに大な b。基節は園

筒形にし℃少しく長〈、縛節は短小にし℃基節の拘竿な b。

腿節は基節と略同大なれども、乙れよ b遁かに長〈、先端に

向って僅かに細小す。腔節は腿節よ b更に長くし℃細〈、圏

筒形をなし、刺を有せずO 蹄節は五節よ b成れその会長略

腔節に等し。就中第一蹄節最長にし℃、全長の約三分のーを

占め、その他の酎節は漸次短く、第四蹴節最短にし τ、 ρ第五

蜘節は第二蹄節に略等長な b。 第五附節の末端氏一双の爪

Unguiculi を有すO 爪は滑津にし℃鏡尖、内曲す。雨爪問に爪

問盤 Pulvillus(Haftlappen）.を有すO 今著者が Dilarj'aponicus gracz万s

の前肢附節に就℃測定せる各鮒節、の土色を示せばきたの如し

附 節 I II III IV v 

賞 測イ 比 23.0 12.0 9・5 8.5 12.0 

最短蹴各節を Eとせる
務節の比

2.71 1.42 I.12 1・.00 1.42 
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麹 Alaeはニ双、館掘に比して大形、前後麹共 lと同質にし

て、前麹は後麹よ b少しく大志b。雄氏於ては殊に然るを見

る。膜質 iどして裸麹、麹の周園並区麹豚 ~t 短毛を生ぜ品。一

般に透明に Lて、僅かに韓色を帯び、普遁之れに稿濃色の不

規則なる横斑を現はす0 z.の瑳紋は種又は雌雄の差に Ibて、
濃淡多少の別あるは勿論な b。前後麹共、形横長にし℃麹長

は麹幅の略二倍、最大幅は潤麹端の方に偏れれ麹脈は（1）前

線豚 Costa(2）亜前線豚・Subcosta (3）・径豚 Radi4s(4）中豚 Procubitus

(Media則ち Cubitusanticus前肘豚）臼）肘豚 Cubitu's(Cubitus posticus) 

(6）磐豚 Postcosta(Anal則ち Postcubitus後肘豚） (7）内線豚 Axillary

を区別し得べし。

前麹、前線豚は外方に向つ℃轡曲し鈍波紋を呈す。従っ

て前接室（Costa！会Id）は基部甚だ狭小衣れども、程なく模大し、

更にその後幅員を減じて縁紋部附近迄徐ゃに狭小となれ b。

勿論前線室の庚狭及形肢は種によ bて大差あ !J0 前繰室には

多数の横豚則ち前線横豚 Venulaecostalesを斜に併列し、之は概十

ね簡単なれ共、二三の叉肢をなせるものもあ b。乙の分岐横

豚の位置尻多少は種によ bては勿論個韓によ b℃も一定せず。
亜前線豚及径豚は共に直走し℃麹端に至る迄合する乙とまし。

径豚は麹端 R 近づくに及び、外方~~·向つ℃敷本の小枝を列生

せ 9o 乙の枝豚は叉肢を呈する場合多し。亜前線室には亦横

掠を併列するも種によ 9・℃著しくその多少あ bo此室の庚狭

友その横豚の多少は分類皐上の重要なるー標徴た b九径豚は

その基方よ b普通二本の径分豚 Sectorradiiを岐出す。乙は時に

一本なる之とあれ又穏に三本を有する場合あ !J0 而し℃そ

の第二径分豚（一本の場合は勿論その径分豚、三本の場合は第三

径分豚）は径豚よ b岐出し℃後、之れに平行し℃走 b、麹端に
至るも原豚に交る乙となしその問径室を形成す。径室には

亦多少の径横豚を包含せb。第二径分豚は更に数本の径分豚

6) COMSTOCK氏 （2）は麹に蹄する研究に於て D.nohir'/zeに就き論じたる際、併せでその覇軍大
詠相闘を Fig,179として記したるが、著者の奇異に怒じたるは、その園は詠拐を論ずる資料にして

縞籾を極めたるものなるにも不拘、その前後麹共に亙前議室の横除を描出し居らざることにして、か

〈の如〈金然此室に横Eまを侠〈ことは本科に於ては、事うり得べからざることなれば、こは恐ら〈観察
寝聞の粗漏による誤なるぺし。
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支Venulae sectoris radHを翻出せ b。その致は｛般よ b論ずれば

姫騎蛤科の揚合l~も多敢な b 。 COMSTOCI}. 民民擦ればNallacki向
(Dilar) amen・canusM’L. （北米産）はー径分豚五径分豚支にして、
又 NAVAS氏（II及z4）の園示せる蕗に撮れば、Naltachiusloxanus NAV. 

（エクアドノV産）はー径分豚四径分豚支、同じ＜ Nallachius (:Nutema) 

championi NAV. （グアアマラ産）はー径分豚な b。之れを以℃葉を

観れば、新大陸系統のものは→径分豚を有する1が如きも、亦

著者は東洋系統の種なる Dilarformos仰仰に於℃、第一及第二

径分豚は結合し℃、一見ー径分豚五径分豚支をなせるを観察

せb。径分豚の二本省る乙とは本科に於℃は極め℃普通の事
にし℃、本科の模式種たる D.nevadensis RAM弘、は NAVAS氏の圃

によれば、明らかに二径分豚にして、その第二径分豚は五本

以上の径分豚支を有せb。 COMSTOCK氏は、 D.turcicus HAGEN （南

欧産）は二径分豚にし℃、その第二径分豚は五径分豚支を有す

る乙とを述べた b。 D.J》onic仰は MACLACHLAN氏が原記載に明

記せるが知く、二径分豚にし℃その第二豚は四枝を有せ b。
三径分豚を有する場合は、著者直接見聞せし事なしと躍も、

Co MST・OCK氏は BRONGNIART氏の 1893年 Dilarの一種を園示せる

ものは、その前麹に三径分豚を有し、その第三のものは六径

分豚支を有し、線計入分校となる乙とを記せ b。以上径分豚

及径分豚支の多少に闘し戴例を皐げ7乙るが、 乙の径分豚の増

減は姫崎蛤科 Hemerobiidae,s.s.に於けるが如き径豚と径分豚の

結合に由 b℃起るものにあらずして、寧ろ径分豚支のー又は

こが分離するか、若くは復臨し℃起るものなるべきは、叙上

従来記昌れたる多くの閥、及直接検し得たる本邦産種（殊に D.

f ormosanus i乙於て）によ b想像するに難からず。 此鈷に闘し℃

は、著者は COMSTOCK.氏 （2）の論評を承認するものな b。第一径

分豚及径分豚支は、麹端氏達する迄t己分肢をなし℃叉肢を呈，
せ b。時には夏に分岐を重ね℃、重複叉股分肢をなす三とあ

!> 。中掠及肘豚は平行し℃親走し、共によく費違じ℃比較的

太〈、之れに各平行せる一分枝を有するを常とす。後者の場

合は則ち肘分豚Ramuscubiti ·~ b。磐豚は遁常二万三個を有し、
之れよ b後縁に走れ3内線豚列在せ b。麹面に存する横豚怯
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多くの姫晴蛤系の昆識に於けるが如〈多からず一一殊に Nat-

1achius 属 lζ於 τ は極め℃稀~ b一一旦殆ど多〈の種は不規則な
る排列をなすを以て、完全なる段横豚 Venulae gradatae (gradate 

veins）を形成せずと蜂も、 NAVAS氏がDilarnietneri HAG. （印度崖）

を模式種として創、設せる .Rezavius属は明瞭なるこ列の段横豚

を宥する之とを以℃その特徴となせ b。

前後麹共に、他の姫鯖蛤系統の昆識に於けると同様に縁

貼（marginaldots )71を有す。乙は殆ど麹の全線に渉 b、各豚聞に

有せ b。備本科の昆識の麹には眼結（NAVAS氏の poupilles又は
p_upilas, MACLACI王LAN 氏の hornypoints）を有すO 乙は豚麹類中僅

品川乙 Corydalinae－，－－－特にのりぬ！us属に於℃一ーのみ見る虞のも

のにして、貝IJち幾分角質硬佑せる固形の艶紋な ！＞o 前趨に於

℃は二個を有し、その内方なるは第一径分豚と中豚との聞に

存し、概ね中豚の分支の基騎よ b内方に位置せ b。外方の眼

賠は第一径分豚及第一径分豚支聞に存し、麹の中央にあ b0 

NAVAS 民民擦れば、之は種によ b℃麓化あれ附近の瑳紋の

矯に消失し、又は二個以上に分割せらるる揚合あ b、乙は特

比内方の眼勤に於℃然るを見るものにして、又往やその位置

を麓ずる乙とさへあ bと云へ bo 縁紋 Pterostigma は本科の昆

識にあ b℃は殆ど杢〈不分明な bo‘ 

後麹はその形態豚品目等甚だよく前麹に酷似せ b。されば

只上越せる前麹の構造と異る勤に就き二三の注意すペ 3慮を
列記するに止むぺし。後麹は一般に前麹に比し軟弱にし℃、

且麹豚及麹縁 ~t 生ぜ 0 毛は稀少なし。前線豚は亜隷豚と略平

行し、雨者聞の距離前麹に於けるが如〈農からず、基部よ b

麹端民至る迄殆ど同幅な ！＞o 乙れ等の関係は亦姫騎蛤系見患

と同一肌をなす慮のものな bo 径分豚は一本を有するを以 τ
、遁常となすも、亦二本を有する場合あ bo 乙の後者の場合は

姫崎蛤系昆虫類中極めて穏なる慮とすO D. nevadensisの如き、

D. turcicusの如き、時た亦 D.formosanusの却さ皆ー径分臓にし

7）雛鋳姶系統の昆轟の減るものにあ習ては、麹縁に接し各除問に一個宛存する小なる厚質都あ
P 。 CoMsroc~ 氏は、麹践の一部とは考ヘ得ざるを以て、その長短に従ひ俸に之れを marginal d.ots 

or dashesと楠し、こは恐ら〈剃毛主同じ〈一種の感魔器官なるべしとなせり。未だ漣軍事なきを以て、
之れを新たに「縁黙J！害事稽せり0 ． 
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て五個又はそれ以上の径分脈支を有せ b。然るに .COM_STOCK民

の指摘せるが如＜ D. japonicusは二筏分臓を有せ b。著者＠槍

せる標本にあ多ては、第一及第二径分脈は殆ど同一個所よ b

費せ b。本科の昆識は姫騎蛤科のものの有するが如〈、第一径

分脈の基端i!t＜よ b中脈の基方に走れるー横脈則ち COMSTOCK
氏の所謂径中横脹（新課恥（firstradio-medial cross-vein）を有する場合

稀ならず。眼監は遁例唯一個第一、第二径分脈支聞に存し℃

甚だ顕著な b。

腹部 Abdomenは固筒形にし℃長毛を密生すO 外見上九環

節（乾燥標本に℃は八環節以上を識別し難し）なれども、 K.LAPALF;K

氏（5）の如主は本科見最の生殖器を記すに宮、b、常に第十節を

認め℃之れを論．ぜ b。各環節の背板及腹板が側膜によ b結合
せらるる乙とは他D場合と同ーな bo 末環節には生殖器を有
すO 雄にあ b℃は垂直なる一双り側片（lateralvalve, 1.甜el】dappen)

を有し、乙は稿弧形をなし℃、その間にーの長孔を形成すo.・ 九

その孔の内方に複雑なる生殖器附属物（Genitalappendix）を包有

するも、側片の閉会せる場合には之れ等は認め難 LO 乙れ等

は精検せば甚だ複雑にし℃、素よ b種によ b℃大差あ b、乙
れ亦分類皐上の重要なる標敏となし得ペく、 KLAPALEK民 （5）は
欧洲I産種に就き特に此酷を指示しτ、分類上大なる克明を典
へた b。雌にあ b℃11，未端節の下面よ b細長の光津ある針

朕附属物を突出せ b。乙れ産卵管な b。産卵管は二個の筒の

重な bよb成 b、甚だ長ぺ、往々艦長を議かに越ゆるものも
穏ならず。

玉、生’態

本科のr昆最は蹴越せるが如く、極め℃稀に費見せらるる

ものなるが故に、従つ℃之れが生態的方面に関する文献の見

るべきものなし。文著者の検したる本邦産の・童文頭の標本に就

fも観察なきを以て、弦には唯邦産種の成轟の費現期が憂湾

産のものにあ bτ は四月、其他にあ b℃は七入月の交なる乙
とを記す外、何等り報告をもなし得ぎるを憾とすO HAGEN氏

(3）は本科昆識の雌が細長なる産卵管を有する乙と、恰も騎舵
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最科 Raphididaeの夫れの如きを以τ、恐ら〈幼虫は水中民生活
するもりにはあらさずるべしとなせb九‘然るに NAVAs氏 （14）は‘
本調昆轟の成車が常に水流のある近傍に於て義足せらるる Z

とによ b、をの幼掻は水棲なるべ忌かの疑問を宥宇る之とを

記せ b。而かも本科の幼識は従来ーも費足せられだるものあ

らぎれば、勝来之れが探究はーの奥味ある命題た b己

六、系統

本科の分類皐上の位置に闘し℃は古来多〈の麓還を有し、

今宵研究者によ b℃科として取扱ふべきか、亜科となすべき

かの議論多きものなるととは、自置に緒言に於て大略記したる

が如しo・ 今形態上よ b考査し℃聯か本科とその道線昆最との

開係に就き論評せんとす。

先、頭部に就てその最も頴著な 0は燭角なれ則ち本科の

見識は、既に形態を論じたる際通べたるが知く、鯛角に性的

差異を有し、』雄に於ては櫛歯般民、雄氏於ては線献を呈すo

Eは汎〈脈麹類を遁じその例多からず。 唯慶麹目 Megaloptera

tと於て蛇婿蛤科の CorydaUnaeにかくの如きを見る。されば本

類の最初の記載者たる RAMBUR氏の如主、 Dilarを蛇崎蛤耕の

ものと見倣し、 Corydalus属に最も類縁関係を有・するものと在

せ b。然れ共衣に記すべき重要なる特徴よ h考ふる時は、必

ずしもとのーを艮て爾者のMt縁を論じ得ぎるととを知 b得ぺ

しO 則ち頭部の形態は杢〈庚麹自の特徴、を具へず、換言せば

蛇婿蛤科の如〈扇平なる乙となく、稽楕園球形tとして、殊に

その下口式なる乙とは、恰も姫騎蛤科 Hemerobiidae，庚麹騎蛤科

Osmylidae及草騎蛤科 Chrysopidaeと殆ど類を同じくし、備本科

昆識が草眼股癌起を有する乙とは、庚麹騎蛤科が草眼~有す

るに街梯た b。

次氏胸腹部記就き観察するに、をの形態宛も姫崎蛤科又

は庚麹騎蛤科のものに殆ど等しし然れ共唯特異な石は、を

の雌り有する産卵管にして、その形。細長なるは恰も本科と

8) ラタダムシに就きでは院に知られたるが如〈、その幼畿は樹皮下に隠れて小過を捕食し生育

ナるものな’。 、
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類縁遠忌ものと見倣すベS 膳聡識科~. ~·. C??. l乙相似たるLを見る。
脚に就きτ考ふるに、その五蹴節にし℃瓜間盤を有する乙と、
及それ等の形態よ b考ふるときは、本科は亦嘗然上過姫騎蛤
類 hemerobiidgroupのものとな 3ぎるを得ず。

互に麹t乙就℃考ふるに、 をの形態2克服相は金〈姫騎蛤系

りものと見倣すを得べ LO 殊に麹の周縁に縁勤を有する乙と、

色彩の帯褐色なる乙とは、亦姫崎蛤科のものに類似せ bと蜂
も、服相は庚麹鯖蛤科と姫崎蛤科とに相互関係を有するが如

く戚ぜらるO HAGEN氏は種々の賠よ b考察し℃姫騎蛤科の亜 守

科となし、をの麹の全形1克服相よ b論ずれば、 Ithoneに近主も

のなるべきを論ぜ .90 現今N.BANKS氏（I）の如きも此貼は HAGEN

氏と同意見にし℃亜科とし℃取扱へ b。則ち氏は姫騎蛤科~
A.雌は産卵管を有し、雄は鮪角櫛歯扶をなせる Dilarinae,B.亜

前線脈、径脈及極分脈の結合せる Psychopsinae,C.趨端に近く亜

前綾脈と径脈と結合せる Osmylinae，瓦 D. 之れ等に属せざる

Hemerobiinaeの四亜科となせ b。又一方 NAVAS・氏の如きも現今

に於℃は本類をーの濁立せる科としτ取扱ふと雄も、その麹
の庚麹崎蛤科に額似せる慮多主を以τ、書℃は同科に隷せし
め、別ちて Osmyliniと Dilarini の二族となせる乙とあ bき。然

れども本科昆患の麹に眼踏を有する乙とは、 Planipennia系統の

昆最民は杢〈見る之と能はまる慮にしτ、上越せる如〈その
構造に於℃南者間蓄が密接なるにも不拘、 i地踏のふは杢〈相

異 b、再と入・遠く庚麹自の Corydalinaeと接選し居るを知 b得ぺし。

之れを要するに以上述べたる蕗によれ現今に於ては姫

騎蛤科一一狭義のーーに最も活きものなる乙とは疑ふに鈴地な

く、又庚麹崎蛤科にも類縁関係を有するを以℃、雨者の聞に

之れを位置せしむるを以℃至嘗とすべし。然れ共亦慶麹自に

隷する昆患の有する顕著なる特徴一一雄鱒角の櫛歯放にし℃、

麹に眼勤を有する三とは蛇賠蛤科 Sialidae中。 Corydalinaetこ、

又雄に細長なる産卵管を有する乙とは勝、舵轟科 Rap蜘idae に
相似た b一ーに密接なる相亙闘係を有するを’以て、櫛蓑鯖蛤科

の系統は一方姫崎蛤類・ Hemerobiidgroupはその基礎を有すると

共に、他方庚麹自にその起源を有すあものと見倣す乙とを
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べし。乃ち本科は系統上豚麹自（狭義の） Planipennia と庚麹目

Megaloptera との爾目白蓮鎖をなすべき最も典味あるー科と稀

する之とを得ぺし。

士、分類

櫛髪鯖蛤科lt艶し℃従来行はれたる分類串的基礎は、他

0豚麹類と同様に僅麹の重なる特徴に擦ると雄も、豚相殊＇ t

横脈の多少並にその配置、鯛角の環節設並に櫛歯の形態、雄

生殖器の形態の大要等は最も重要視せもれた bO 然れ共此等

の特徴のみにては種の鑑別上甚だ困難を戚ずる場合場からず。

而し℃現今本類を取扱ひ居るものの分類皐的見解には、明ら

かに異れるこ流波を接見し得べし。別ち NAVAS氏一波の読と、

BANKS氏一振の所見一一乙は常に諸ての脈麹類の分類撃的業蹟

中に費見し得ぺ主事賞なるも一一之れな b。今本邦産本科の分

類をなすに営 b、先商振の見解の相異を指摘し℃、著者の卑

見を隠し、裁に採るべき分類法を確定せんとす。

NAVAS氏が近著 Fam.Dilaridae (I引に於℃蓄を表したる分類は、

顕著なる服相の相遣によれ本科をニ（族9）に分ち之れに七麗を

隷せしむ。則ち次の如し

第一族 DilariniNA VAS 

亜前縁室は可成 b幅庚〈、之れに若干の横脹あ bO 径

脈と径分服聞には常に少〈も四個以上の横脈を有す。

麹杢面tと渉 b多少の横臓を分布lし往々段横脹を形成す

る乙とあ b。

本族は諸℃奮大陸系統の種tとして、 Dila1’，Lidar,Fuentenus, 
Nepal, Rexaviusの五属を含む。

第二族 NallachiniNAVAS 

亜前務室は狭〈之れに横臓を映〈か又は極め℃少数を

有すO 径室に於ける横脹は四個よ b少数者 ！＞。麹面に

長ける其他り横臓は甚だ少 L0 

9) 同氏 （z3）はその後日制DLIRSCH氏 Dief，由silenInseckten und die Phylogenie der recenten 
F6nnen, Leipzig, 1909の .[>rohem伊 ・obiusprodromus H必IDL.を以で本手専のものな習とし、 Tribus 

PJ:ohemerobini を創設し、本科を三族に別ちたるも、本論に於ては之れに燭るるの要な告を以て言及

せず。
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此族にあ bτ は新大陸の種を含み、別ち τNallaclez"us及
Nuremaの二属となす0 ' 

而し℃乙れが属。特徴を見るに、雄鯛角に於ける櫛歯と

その本節との長志の比、麹形、脹相殊に段横服、の斌態並lζ横脈

の多少、．及推生殖器等なるが、乙れ等は何れも種的特徴と見

るを至雷とすぺ〈、倫個憧による麓異をも亦その特徴となせ

るが如〈、鈴 br~ 細般に渉 b たる錦、事ろ吾人後皐をし℃、

未知種区劃する属の決定を主主んとする時、をの限界明かな

らずしτ同定に苦しむ乙と甚7さ多しo 生殖器の構造は近時分
類上の標徴とし℃重要視せらるるに歪れるが、氏が此貼に就

き℃述べたる慮は、その取扱以nる標本の萎縮せる乾燥苗な
bし矯ならん、徹底的ならぎ bしの恨あ b。ナ氏の之の分類

法の煩雑な 0乙とは肢に KLA,PALEK氏 （5）も指摘せる慮にしτ、
同氏は準んで蹴知険制産の五種の雄生殖器に就き詳細なる説

明をなし、各種聞の異同を明らかにせ 0？.とは肢に述べたる

がま日し。

然るにかの BANKS民 （r）の如きは杢然 NAVAS氏の族及属を

認めず、 Nallachius属－NAVAS氏が族の模式とせるーーを草に

Dilar属の亜麗に過ぎずとなせ b。著者未fl直接に新奮大陸の
本科見最ーを比較せしzとなしと錐も、 乙れーを文献に徴し℃考
察するに、 BANKS氏の読も聯か妥官を候くの雄主主能はず。則

ち豚相の相達、形態の大小、其他の艶よ b昆℃、’奮大陸と新

大陸りものと其伺可成bの相違あるは言ふ迄もなく、肢に

MACLACHLAN氏（7）の如きも Nallachiuspresioni（南米産）及 N.a仰 ri・

canus （北米産）に就き℃、最初 Dilar麗とし℃費表せるも、彼自

身亦をの筏 Zれ等は異る局窓るべきととを述べ居れ b。

而して著者の乏しき見解よ b考ふるに、ナイバ爾氏の庚狭

何れの設にも賛し難し誌に先畢諸民の読を参酌しτ、本科
をナ氏の如〈族に別つ乙とな〈、又..~·民の如〈世界 t♂知られ

たるものを諸℃ー属は包含せしめず。大約ナ氏り族の特徴を

以τ麗の夫れに取扱弘、本科を二麗区別たんとす。されば本
邦に産するものは何れも皆Dilar属re.隷す Sものな b。

、
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クジ M ヒグヵグロヲ麗〈新稽〉

Genus DiUir RAMBUR 

Dilar, RAMBUR ; Hist. Nat. des Ins., Nevrop., p・445(1842): HAGEN; 

Stett. ent. Zeit., Jg. 27, p. 291 (1866); NAVAS; Mem. de la Real 

Acad. de Cienc. y ・ Art. de・ Bar℃el., VoL VII, p. 628 (1909): NAV.; 

Gen. Ins., Fasc. I 56, p. 6 ( 1914). 

Liゆ ylOヨ‘NAVAS;Mem. Primer Congreso Natur. Esp. Zaragoza, p. 153 

(1909）’： NAV.; Mem. de la Real Acad. de Cienc. y Art. de Bar℃el., 

Vol. VII, p. 650 (1909): NAV.; Gen. Ins., Fasc. 156, p. 8 (1914). 

趨、長楕固形にして、麹端固きか僅かに尖れ b。一般に前

麹は杢面に渉 b小涯を散布し、後麹に於℃は基部及後宇部を除

き之れを有す。麹杢面に多少の横脈を分布し、積によ b明瞭

なる段横脈を形成する之とあるも、亦不規則なる場合喜多から

ずJ 亜前線室は可成 bの幅を有し、乙れに若干の横脈あ b。

径室には載個乃至十数個の横脈を有す。

本邦に産するもの三種ー麓種を敷ふ。

種の検索表

A1前方草眼朕癌起は固形。前麹、淡褐色、ー径分服、亜前

縁室に 13個径室に 12個の横脈あ !J.…...・ H ・－

D. formosanus 01¥AM. et KWYM. 

A2前方草眼就癌起は掴形ならず。前麹、亜前総室及径蜜

の横脈はIO個内外な b

B~ 前方単眼朕癌起は横長。前週、煉克色、亜前縁室反径
室共に IO個内外の横臓を有す・

D. septentrionalゐNAV.

B2前方草眼股癖起は守形をなす。前麹、帯黄Y<褐色、ニ
径分服、亜前総室には 6-8個、径室には 9個内外の

横脈を有す

er 躍進かに大にして麹形精園球を帯ぷ。腫長 7・5~10
粍、前麹長 11.5-14粍・・

D.japo抑制 M’L.

10）既に主主べし如tLidar属に限らずι・Rexavius,-.Fuentenus, Nepalの三属も Dilar属中に復
濁せしむべきは賞然なるぺし0 Lid.町腐の如き KLAPfLEK氏 （5）.も之を認めず、 NAVASが嵐の模
式種とせるよidarmeridi仰 ！isHAGENを Dilar嵐の下に取扱ひてE掠し暦；'.ti.!I 0 

、e
.,.,' 
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C2睡蓮るかiiζ：4':臨むて趨形夕、じ〈細d長、者金。 鰻長.4-:-"4:-S 

粍、前麹長 9-10.5粍…－

・/・ 

D, japo.nicus graci#s KwYM. 

1. ク‘$＇.ヒグヵゲロク〈新穂〉

DUα，. j，α'P'!1lious MAGl,ACHLAN 

．〈第三銅版、第一、二‘及七回〉

Ditar j為：ponicus,MA~LACI王LAN; Ent. Monsh. Mag., Vol. XIX, p. zzo・
. (1883) 

Rexavius Japp抑制， NAVAS・;Mem. (:le' la Real Acad. de Cienc. y Art. 

de Ba.reel., V-01. VII, p. 665 ( 1伊9):NAV.; Gen. lns.,_Fasc. 156, 

p. IO (1914): NAKAHARA; Ko山 hiu-Sekai{Ins. World), Vol. XVIII, 

N'o. 198; 'p .. 61. (1914): NAKAH.; Ent. News, Vol. XXV, p. 298 

(1914): COMSTOCK_; Wing; of Ins., p. :(85 (1918) 

Dilar (ChauliiJdes)japonicus, MATSUMURA (nee M’L); Nihon』Ekichiu:-

Mokuroku (Cat. Ins. Benef: Jap.), p. 36 (1907) 

Ditar-=-.:..., 11; sp~. NAKAHARA; Konthiu品 kai(Ins. World), Vol. XVIII, 

p .. 61 .(1914} 

Dilar ~ohirae, NAKAHARA; Ent. News, Vol. XXV, p. 297 (1914}: 

. COMSTOCK・; Wipg. of Ins., p. 185, fig. 179 (r9:i8) 

雄。匂頭部黄禍tこして光津を有すG 頭頂は稿。高まれ中央に
存する縦溝は前方草臨斌癌起 ~t: 迄遣し、前宇民於℃稽深し。単

眼獄癌起i主義色にしτ同色毛主生ずo’前方なるは守形をなす、
且その周囲黒栂色な lo－；：顔面褐色コ複眼黒褐色、宇球肢に突
出す。嫡賞は約二十五節。基節は黄色、 i ・太くし℃且稿長し。

第二節は前者院比し進かに細〈、短大、濃褐色にし℃先端部

黒褐、滑津在、 b。其他の理節にあ bでCは黄禍色o・第三節よ b
約第二十節ーに軍るお各節端に長さ櫛歯を有す。l 櫛歯は本節 I

b蓮かに細〈γをの先端軽微に太まる。。基部及樹角の先端記

至る lt.従以少しく短かけれ共、其他は概ね甚7さ長〈、申央環
節附還のものはギ節の約四五倍長江遣す。第三節には、櫛歯

の下方R嘗車内ままに→個り短き鏡歯を其へ、 その色少.~ ＜護

色主 bo 諜捕の It舘陰湿 ι簡車l~ιτ 殆ど念珠款をなせ ho

、－....心ι
..、.' 

f、 i

見、…点.. 色、
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査を面淡掲の徴宅を生ず。額片糞構ー Ji麗愚褐色、〆先臆友爾髪

褐色な b。

前胸背板黄色tとして横長、中央民一つの横溝あ b。その
前方中央に一小癌起あ b。横僚の後方爾側には大なる固形の

癌起あ b、褐色にして淡色毛を密生す3 中胸iま大にして褐色、
麹板濃色を呈すO 後胸淡黄褐色。

腹部褐色 lとして黄色毛を装ふ。側方僅かに淡色。雄生殖

’器、側片は大にして崎康〈問形をなして左右よ多中央の替板

を包む、黄褐色にして之れに黄色の長毛を密生す。磐板を園

みて上下よ b大小二畿の鈎器を生ずO 鈎器は亦褐色にし℃先

棒あ b、細くし℃響曲L‘先端鏡尖な b。命、磐坂中央溝の
両側 R二三の褐色小実態を有すO

脚、貰褐色にし℃同色毛を密生す。各肢腿節端は黒色に

して、其他の環節端は褐色を呈す。

麹、前後麹共幅精度〈麹端は和国形民越し。透明にし℃

微に帯黄友褐色、蹴淡葉褐色、臓及麹縁l己責友色の徴毛を密

生せ bo 前麹杢面 l乙淡褐にし℃稿4、在る短横瑳を疎布し、幾
分横列をなすO その戴約二十健在 90 z.の小斑は基部に近〈
存するもの精密にして旦濃色者 b。限酷は二個、麹り中央第

一径分脈支下、井に第一～極分膿干の稿基方に存し、t 何れも濃

褐色にして著明主 b。をれを：囲み℃ー褐色瑳あ ！＞ 0 ’外方の眼

駐の周簡は虞〈小薩を検事、叉識に乙れを存するも極あ吃淡

色な b。後麹に於τは地色蔚麹主歩後〈、前綾部.GtBを℃鋪麹
Jt於砂ると同様まる淡褐色の峰、班朔を有する鼻、、金〈王監紋を

候〈。眼勤は唯一個、麹り中bl！＞鞠基方tζ 賞多第一径分緩

及第一径分阪支聞に存L、固形、褐色にして明瞭意歩。之れ
を国み淡褐色の園瑳あ b0 

脹相、前麹 R於τ鵡縁室は基古事よ長稽離れτι急民蹟太す。
前線横脈は概ね簡単なれ共、基都民先端に近づ主妻子肢せるも

のあ b。亜前線室は基部狭けれ共、後稿、幅庚〈之れに六横紙

あ !Jo 各脈問の距離不同窓 b。貧乏の外麹端に抵づき珪前接

販ξ径脹とを繋〈’ーこの横藤を帯す。径分脈はニ個 tとして、
その第二径分蹴は径脹民事行 L、閥復分眠業者鞭出す。径箪

， 
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~t I主九構；臓を有tす。し）麹麗i乙分布せる横脹は外方焼損長よ島外側．

民多t、兜金者る段横臓をご形成せずと錐も、僅かにニ連の縦
列~認むべくも外方。もの少しく明瞭なbo 後麹、前接室狭
《、前鎗横脹は簡単1,J;.b。亜前接室は後宇に於℃康く、之れ

l乙六横廟えを有L'C＇径室には明瞭なる横脈七個を有す。密．日展は

ζ径分臓を有し、雨記者をの混を殆ど同一慮tこ費せ 9,0 第二径
分脹は明瞭なる岡鑑夕張、肱支a;有す。横脈は殆ど麹の中央部に
集まる。

. 
韓’ z 長

前麹長t

前麹輯

後麹長

分布本州o"

.7・5粍

13.C>粍

6.o粍

iI.O粍

I合（乾回標本〉大和園大豊ケ原由（大正四年入月十二日

一色周知氏採）岡本博士燕

著者iま MACLACHfuA庶民の D.japonicusと中原ドクト ，w り D.・

nohiraeの南原記載を。関譲し、又標本に艶比しτ詳細、なる研究
をなせるの結果、 D，仰がraelま D.japonicusの問物異名とま浅ま

るを得ぎる不幸民進着 Lた bo 抑も MACLACHLAN 氏の原記載

を試みたる標本は、既に研究歴史民於℃記せるが如く、本州

緬島産の志の民 L℃、民は“ Habitat:Japan (Fukushima in the main 
Island, 28th July 1881) 1合”と明記せbG 而し℃ NAVAS民 （zo）は去

の毛ノグラフを霊長表する民際し、氏は D.japonicusの穏にし℃

該標本を親 J_,＜検する能はまる之と lを附記し℃、マ氏の原記

載を西語に鶴揮して登載せ b。而かもマ氏の原記載中に現は

れたる鱒角の特徴期ち櫛歯の概ね極あ℃長さとと、末端の六

七節の痘＜して念珠殺をなせる之と友段横阪の精排列せる乙
と［“aweft・ defined、seriesOf gradate . nervules extending obliquely from 

below the 4th branch . of the second sector (in a:ddition to the nervules i:n 

basal half of the wing）”］をあまタに重要説したるならん、民は本

種を、氏が錫粛島氏多量なる D仰 f幼・etneriHAGl>:Nを模式とし℃

創定せる Rexavius廃炉務した h 然れどしたとへマ氏が該

－＜...－・色也』
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ー原記載の終に“D.Hornei, jap0nicus, .and no doubt ・.Nietneri (unkm:~wn 旬

me，.・ー）， differ from the South Euro戸anforms in the joi此s・of the .ai;itennae . 

being shorter and more dilated, but with much longer a.nd stronger branches ; 

otherwise, they appear to be quite congeneric, and thete is a genぽ・alres佃ト

blance rendering specific differentiation difficult.”と記せ bと錐も、以宅

直ちに欧産種と本邦乃至印度系種とを別麗となす之とは早計

の識を菟かれぎるベ L-O 更に中原氏がDilarnokiraeを記載せら
るるに営 bては、恐らくナ氏の研究報告 （zo,z2）を主要まる参

考文献とせられ、マ氏の原記載は直接審照せられぎ’bしもの
の如し向。従つ℃ナ氏の記せる IJ.i!ar麗の内には邦産種の遁合

すべき記載なか bしは勿論なるべ？〈、氏をしてそり取扱叫し

標本の新種たるべき信をなさ（しめしは雷然のリ之とと云はま 0

べからず。同氏若しマ氏の原記載をー讃せられ Lならん、には、

必ずや D.nohiraeの名は出て.~ 9-しならん。か〈℃著者は乙り

爾者の同物異名なるべきととを知bたるが、偶冷 CοMSTOCK氏
(2-p. 186）が“InDilar仰がraeand in Re~avius faponicus the radius of 

both fore and hind wings bears two _sectors ”と記せるを見るに及び、

更に著、者の同定の諜なかるべ.~· z.とを信ずるに至れ b。
著者の検せし上越標本とマ氏の原記載との間氏於℃艶分

相違の賠を費見すべし。則ち：マ氏に於℃燭角環節の約三十節

攻る乙と、前胸背板の癌起の排置の少しく相違せる之と、後

麹 re 於て眼踏を二個有する之と之れま ~o 鱒角譲節載の稿多
きは個躍によ b幾分の差異を認め℃然るべく、前胸背板の癌
起は乾燥標本にあ b℃はその観察する乙と容易ならずして、

標本によ b時に幾分の相遣する虞あるは免かれざる慮なるぺ

し。更に後麹眼貼の二個を有する乙とは聯か異．正する慮怠 b

と錐も、 NAV五sJ平も亦その屯ノグタフに於℃本種の謀議をな

すに際し、特に之の勤に“？”を附し居れば、或はマ氏の J記載

の誤にあらぎるなきか0 .. 

11）著者をしてこの組像をなきしめ亮るは、中原－＊~~ Dilar. japonicus を NAVAs 氏に従ひ
Rexavius属のものまlして取扱ひ、恐ら｛ NAV五S 氏の毛ノグラ 7に於ける活字の錬継なる孔き量地

の“Tukus悩m瓦”をその優麗用せられ“徳島F”とせられLに由否。 ： ・， •. ' 

せ；，•. ~.；万一；む！ 主
、引.，.，ぬ，；.，.：·.：~、 ι 「リ
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D伽伊jαrponicusMACLACI王LAN

var. gracllis KuwAYAMA; nov. var. 

ヒ‘メタシヒグヵグ官~ （新稽〉

（第三国底豆、閥、一 0、一一、一二、一大及一七圃〉

本襲種は原種に賠似すれ共、ヨたの諦踏に於て直別する之

とを得ぺし

I. 僅形原種よ b遁かに小な b。

2. 腹部の着色少しく原種よ b濃し。

3. 麹少しく細長にして、麹端原形 ~t比し積尖れ 9o
4・前麹に於砂る前線室稲狭〈、後麹lt於℃は原種re.見る

第一及第二径分脈は普遁結合して一見一極分脈を有するが如

主観を呈ず。ー

僅長 '4.0-5・5粍

前麹長 9.0-10.5粍
前麹幅 、 4:0-4・5粍r
後麹長 8.← 9.0粍

分布本州。

I合（乾回標本）大和闘吉野山（大正二年八月二日

野平安曇雄氏採） 岡本博士識

I合（乾固標本）大和園山上岳（大正二年入用入日

一色周知氏採〉 岡本博士識

I合（酒精浸標本） .1.11誠園鞍馬山（大正三年七月入日

野平安龍雄氏採） 岡本博士識

本農種は一見原種とは別種の甑あるも、雄生殖器を精槍

一一乾燥標本多きを以℃比較充分ならぎれ共ーーするに爾者の

聞に特別の差異を認めず。而かも麹形其他に於ける差異は個

程襲異と云はんよ bも、著者の検せし標本氏於℃は寧ろ固定

的援化と認め得'Rるを以τ、誌に上記の命名をなせ bo_

2.＇アフセシク v1:グヵグロク〈新帯〉

、 Dila，・ septentr如nali8NAVAS

Dilar ・ se~te11trionalis, NAVAs; Revue Russ~ d’Entom., Vol .. XII,_ No. 

．、‘、

‘ 
,, " •• ~’. ,,, 
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3, p. 420 (1912): NAv:; Gen. Ins., F掛c.156; p. 7, pl. I fig. 2 & 3 

(1914) 

本種は D.舵 vadensis（南西班牙産）民類似せ ！＞ .0 

頭部煉克色、鯛角聞に暗褐色のー紋あ b。複眼球般にし
℃、頭頂にはー縦溝を装ふ。車眼獄癌起は藁色を呈し、鈍三

角形に位置すっその前方なるは横長にして後方なるこ個は固

く、且前者よ b遥かに大な b。嫡角は暗褐色、基部の二環節
は煉克色を呈し短〈、其他の環節tcあ b℃は間柱形を呈し長
し。雌に於ては末端に近づき短歯を有す。雄にあ b℃は嫡角

長〈、第三乃至第二十節則ち十入環節lt於℃、各節端よ b長

国柱形の歯を生ず。基部及末端の環節に至るに従 μ短11、とな

る。末端の五節lt於℃は歯を換し備第三節はその基部よ b

側面に向って鏡き短歯を有し、一見恰もニ環節の如き観を呈 r

せ b。
胸部煉克色、中背板は暗褐色、後胸はその中央部淡色な

b。前胸は横長にしτ、癒起は帯黄色な b。
腹部煉克色、黄色毛を生ぜ b。各環節背面の中央稽暗色

を帯ぷ。雄生殖器、側片は凹形を呈し、煉克色な ！＞ o 雌にあ

b℃は産卵管は淡さ煉克色にし℃艦長よ b長し。

脚は淡煉克色、之れに黄褐毛を生ぜ b。

J麹極め℃淡さ煉克色iとしτ、服煉克色を帯ょっ麹の中央
lt存する横脈は僅かに段横脈をなすO 前麹、暗赤色の紋を多

数＇t散布す。紋は寧ろ短横線と稀し得べ〈、互に結合せ b。
前線室は基部の少しく外方幅虞〈、前繰横脈は多裁にし℃且

分岐せ bo 亜前線室には十個若くはそれ以上の横脈を有す径

室 ~t 於ても亦同教の横服あ b。眼結は黒色民、し τ、暗褐色を

なせる瑳勤の中央に存せ b。外段横脈は長〈稿、整列し、明焼

なb、内方なるは短かし。

後麹、暗褐の漣放薩を有するも、前線部並に外縁及後続

に接する部分を除き一般に淡色と－~れ bコ麹の中央、友色の
瑳紋のI中心＇t明瞭なる眼鈷を有す。基方中央に瑳紋を快く部

分あ 9p 前線室狭しその横縁簡単な b。径室には十個又は

それ以上の横臓を有し、亜樹繰室tζ於てもそれと、同設か又は
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戸それよ b 稀少き横臓あ， ~o

館長

前麹長

後麹，長

産卵管長

分布朝鮮。

6粍

13粍

1'1粍

ブ粍

本邦以外にあ b℃は東部西比利ID!！川ζ分布す。

l'' : 

本種は既に研究歴史に於℃述ペfl.るが如〈、 NAVAS氏は朝
鮮にも分布せる之とを記せるも、著者不幸にして未だ本種を

見るの機舎なきを以て、ナ氏の記載を謀議せ，るに止まるO 個

穏によ b ℃その大~ ＇乙幾分の差異あるは勿論なるべく、 NAVAS

氏もその原記載をなしたる際、上越の測定はその平均数字な

0乙とを附記し居 9, Genera Insectorumに於℃はをの麹開張を

26-34粍の聞にある之とを述べた b0 

3. タイワンクジヒグカグロク

Dilα＇f' formosαnus (OKAMOTO et KUWAYAMA) 

〈第三園版第五、六、八、九、一三、一四及十五周〉

Lidar formosanus, OKAMOTO & KUWAYAMA; Dobut. Zass. (Zool. 

l』fag.),Vol. XXXII, No. 385, p. 341 & 344, figs. r & z (1920) 

雌。頭部黄褐にし℃先津あ b。頭頂に存する縦溝は細く、

草眼扶癌起の後方な 1る二個は大にし℃黄褐、をの周囲黒色な

9 。前方なる一個は鯛角聞の稲上方 iこ位置し固形、遥かに小

な bσ その周闇2え鯛角の周固に於ける顔面は慶〈黒色を呈すO

複眼は黒褐色にし℃宇球肢に突出すO 燭角二十五節、暗黄褐、

中央環節は最も延長し幅の約三倍長あ ！＞ 0 基部に於ける薮節

（第一、第二爾節を除主）は之れよ b稿短〈、幅の略二倍長、．末

端の七入節に於℃は甚だ短〈念珠肢を呈す。杢面淡掲の徴毛

を生ぜ b。額片・暗掲、上層及大胞は光津ある黒色にじf、 南
髪暗色な 9o

. NAVAS氏は六七月の交、 Vladivostok,Kamen Rybolov, Evg叩 ievkaよ’得たる標本によ P原記
載をなせり。

0、 L

. 、＇~ 一←ゐ一盈＇、、 』ル ． 
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前胸背板は暗褐にし℃横長、之れに入個の癌起あ b、汚
黄色にし℃毛を生ず。中央に存するこ個は大にし℃、その間

相踊る。又前線に泊以稿長形なるを、後綾lと浴日小形なるを

各二個宛有し、尚南側に小なるもの各一個を有す。

腹部黄褐にし℃之れに黄色毛を装J、。各節の後続は少し

く濃色を呈す。産卵管は甚tl長〈、淡黄褐色、末端に至るに
従以色淡 L。

脚、汚黄色にし℃全面に徴毛を装以、各節端は諸℃黒褐、

腔節の中央外側にー黒褐勤を有すo

麹、透明にし℃微に褐色を帯ぶ。脈は褐色にし℃、淡色

毛芝生ずO 前麹稿長くし℃麹端少しく尖るo 全面に約二十五

僚の積濃色なる褐色俸を横列し、之は甚しく断績し恰も漣 ~1
を有するが如し。殊に外接に於けるものは結合し℃長斑を形

成‘す.~前線及基部にある横俸は他の部分にあるものよ b 稿濃
く、叉径脈友肘脈に接する横瑳は殊に濃色を呈すO 儲外方眼

動の周国民於ける褐色僚は結合し℃楕固形の庚斑をなし、更

にその外方に於℃は稿、庚〈瑳僚を快＜ o 後麹、眼踏の部分は

大なる淡褐色班をなす。その外方に少しく斑紋を敏く部分あ

9o 乙れ等の部分を除言、金面約十五僚の断績せる横俸を併

列すO 乙の僚班は前綾部に於℃褐色をなせども、其他の部に

あ b℃は極め℃淡き友褐色を呈す。脈相は、前麹に於τ、亜
前線室に十三個、径室に十二個の横脈あ b。各横脈は不規則

に排列し、横脈聞の距離は不同志 b。街径室にある横脈は時

に小縦脈を以て蓮結する之とあ b。第一径分自民は第二径分脈

に結合す。第二径分脈は四分支を有しをの第二分支は真に甚

しく分散を重泊。段横脈は不規則にし℃、正規の排列をな 3

ず0. 前繰横脈は概ね簡単なれ共、基部及先端の一二は分岐す

るものあ b。後麹に於℃はE前線室は後竿庚〈、之れに明瞭
！なる横脈四個を有すO 径分脈は一個にし℃、乙れに五径分脈

支を有す。径室に存する横脈は十一個、そり中央部に存する

三僚は縫れ’た！＞a 横脈極め℃少し眼勘は第一第二径分脈支

聞にあ 0もの明瞭な b。
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腫長 8.5粍

産卵管長 8.o粍

前麹長 14.0粍

前麹幅 5.5粍

後麹長 12.0粍

分布壷滞。

I♀（乾固標本〉阿里山： c明治四十年四月二日
松村博士採）北海道帝闘不串農串部昆議事教室調

本種の雄は未tl蓄を見せられず。本種に就き℃著者義に岡
本博士と共にその原記載をなすに嘗..9--, ---NA v AS民の分←類に従

、ひ、諾℃の特徴に於℃杢然吻合せぎ bしと離も、氏の Lidar、麗
t乙編入せしむべきものと信じ、 Lzaar麗り一種として之れを：費
表せ bo 然れ共既越せる却し其後の研i究に於τ、 D~＇lar 及L~＂dqr
商属聞に艶し氏の設けたる差異例へば鮪角環節致、径室の横

服敷の僅少なる差異及乾燥標本に擦る雄生殖器の形態上の差

異の如きは、寧ろ種的標徴とも見るべきものなるを知 bたれ
ば、本種は庚義の Dilar属に隷せしむべ 3ものなるを信ずるに

歪れ b。叉前麹第一、第二径分脈の結合せる乙とは、一見重
要なる特徴と見倣す債値あるに似たるも、径分脈の結合分離

は、既に形態に於て論じたるが如〈、他の脈麹類に於℃も往今

あ b得ぺき現象にし℃、牢なる揚合の一例と見倣すを至奮と

すぺし。

八、分布

従来の記録に徴するに、本科は濠太事j和jID!を除き世界至
る慮 ~t 分布するものな 9 0 Jll］ち欧羅巴、亜細亜、亜弗利加、

印度、及、南北亜米利加に於℃接見せらる。而して既知種類

り最も多きは欧洲にして、殊 ~t 南欧地中海沿岸地方 gt 於て然
bとす。されども何れの地方亦何れの種と離も比較的稀 tとし

て、且形のA、なる、吾人はその研究材料を手にす 0z..と容易
攻らず。

夏に我固に於ける分布とし℃は、既に分類の中氏記した

0が如く本州（東北部り南方及近畿地方）並に朝鮮、壷滞在 b。
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然れども今後充分の蒐集調査を攻すと 3は九州、四国其他の
地方にも之れを接見し得べき之とは想像するも敢τ無謀況は
あらぎるべし。

今邦産種の分布を表示すれば次の如し。

人.D. .sepat帥 tγionafis

D;fi町制sanus

タト

一一一「「｜二1-1γ

RESUM重

（犬正十年一月）
於北海道農事試験場昆品質験室

Among the numerous Neuropterous insects of Japan, including Corea 

and Formosa, alone the known species of the Dilaridae are very few. The 

f?rst one of the family , in the region justゐ referredto is Dilar japonicus 

described by MACLACHLAN (7)a) in 188~ ・ Since this species had been described, 

anyone was not recorded 会omJapan until 1914・Atthe same year NAKAHARA 

（タ） described a new species under the name of D. nohirae仕omHonshu (the 

Main Island), and also NAVAS (I 4) recorded the distribution of D. septentrionalis 

in Corea as well as in Siberia. And recently OKAMOTO and the author 

(I7) described a new species, Lidar formosanus, from Formosa .. Though 

four species have hitherto been recorded. any systematic or general studies 

were not attempt except a few fragmentary description, so that a study of 

them 1Ilay ~e of some interest to gene凶ぽ削nologists. In this paper, the 

author. tr回 tshis studies under 8 chapters, namely ; introduction, characters 

of the family, historical review, morphology (external), biology, systematic 

notes，ιlassification, and geographical dis~ribution. 

~） $e争~~~isιmade by nqmhe". （￥ねfa:}t~ “ J;.ite制限 c~ted,"
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Under the external structure, a little supplement to the works of HAGEN 

(3), NAVAS (ro, I4) &c. has been made by the author in his studies. As 

the authors just mentioned stated, the length of each joints of a此ennaediffers 

according to its position. The data of measurements upon the antenna of 

D. formosanus ~ are as follows：ー

Positions of joints 

le昭th/width

III VI IX XII XV XVIII XXI 

I.00 1.98 2.67 2.71 2.21 r.55 0.95 

The author measured also the ratio of each length of tarsal joints. 
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2.71 1.42 1.12 1.00 1.42 

(Material :-Fore-leg of D. japonicus gracilis KWYM.) 

Of the wings, as COMSTOCK (2) stated, one of the remarkableたatures

is the number of radial sector and its relation to radius. The author recognized 

two radial sectors in both wings of D. japonicus, but only one in each wing 

of D. formosanus. On the former species two sectors of hind wing started 

from almost one point of the stem. But on the variety of the same species. 

D. japonicus gracilis, the unitation is occurred ・at s目前 short distance from 

radius and appeared like one sector only. On the case of D.ρrmosanus, 

the unitation of first and second sectors in the forewing may be a very rare 

case in the same genus. From these points of ’view, as well as from many 

other respects, the author agrees with COMSTOCK’s discussion ；“although 
the radiUs of the fore wings has from one to three sectors, the increase in 

the number of sectors appears to be due to a splitt~ng back of one or two 

branches of vein Rs rather than to a coalescence of veins R1 and R8, as is 

the case in the Hemerobiidae." 

On the classification of the family, NA.VAS (I4) has separ坑edin two 

tribes and seven genera, but BANKS (I) recognized only one genus, Dilar, 

in his Dilarinae of Hemerobiidae. As Ki.APALEK (5) stated already, NAVAS’ 

definition of the generic characters is complicated and we can not determined 

the gene巾 positionafter him on a female specimen. As MACLACHLAN (7) 
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noticed already in his paper叱betweenth~ . species of the two continent~， new 

and old, there are many di貸与党ncesin the • characteristics. And, it mayぜl;>e

the best way to divide the family into two genera, viz. ; Dilar (which・ includes 

NAVAS’genera, Di!ar, Lidar, Re.zavius, Fuentenus, and A匂＇al)and Nal!a<Jltius 
(of which included NAVAS’genera Nallachius and Nurema). 
According to the author, at the present, three species and a variety 

found in Japan in wide sense, ansl D. nohirae seems句 bea・ synonym of 

D. faponicus. 

List of Species described in this ,Paper, showing・ their 

Geographical Distribution. 

「よ寸 ~~~a- Hok‘ Hon- Shi-Kiushu Co児aIぷ町・ For・kaido sbu koku Choo mosa 

Di！.町 jap四•ic闘 ＊ 

一 一
D. japonicus gracilis ＊ 

一 一
D. sφtentri0:制 !is ＊ 

一
D.fo：γmosα問時 ＊ 

Key to the species found in Japan. 

Other 
Localities 

Siberia 

A1 Anterior one of the tubercles on the head round. In the foie wing ; 

ground colour slightly brown, one radial sector, 13 cross veins in 

subcostal-and 12 in radial area ..........................、．．．．

D. formosanus OKAM et KWYM. 

Az Anterior tubercle of the head not round. In the fore wing, about 

10 cross veins both in subcostal and radial areas. 

Bi Tubercle above mentioned transversal. In the fore wing ; ground 

colour testaceous, about IO cross veins in subcostal .and radial 

areas ........・・・・・・.............D. septentrionalz"s .NAV. 

b) At the end of that pa.per he wrote，“D.Pr四toni合omS. Ame出品and'D. a皿住iα.nus
from N. America, differ h 也eirsmall size and in nem凶on,and perhaps will 'f?e eventually 
旬paraioogenerically.” 

ヨー .) .. ，.宅＂＇
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B2 Tubercle just mentioned守層shaped. . In the fore wing ; ground 

colour yeUowish gray, two radial sectors，ι8 ・ cross veins in 
subcostal area and about 9 in radial area. 

C1 Body large, the wings' somewhat broad. Length of body 

7.5-10 mm.; of fore wing 11.5-14 mm. 

D. faponicus M’L. 

C2 Body small, the wings somewhat narrow. Length of body 

4.-5・5mm.；ゐrewing 9-10.5 mm. 

D. faponicus gracilis KWYM. 

A Synonymic List of Japanese Dilaridae. 

Family Dilaridae 

A single genus present. 

Genus Dilar RAMBUR (1842) 

1. Dilar faponicus MACLACHLAN 

Dilar jα~onz"cus, MACLACHLAN ; Ent. Month. Mag., Vol. XIX, p. 220 

(1883) 

Rexavius fa」flonicus,NAVAS ; Mem. de la Real Acad de Cienc. y Art. 

de Barcel., Vol. VII, p. 665 (.1909); NAV.; Gen. Ins., Fasc. 156, p. 

IO (1914): NAKAJ;IARA; Konchiu・Sekai(Ins. World), Vol. XVIII, No. 

198, p. 61 (1914): NAKAH.; Ent. News, Vol XXV, p. 298 (1614): 

COMSTOCK; Wing. of Ins., p. 185 (1918). 

Dilar (Chauliodes) faponicus, MATSUMURA (nee M’L); Nihon-Ekichiu-

Mokuroku (Cat. Ins. J3enef. Jap.), p. 36 (1907) 

Dilar－一一， n.sp., NAKAHARA ; Konchiu-Sekaiσns. World), Vol. XVIII, 
p. 61 (1914) 

Dilar nohirae, NAKAHARA; Ent. News, Vol. XXV, p. 297 (1914): 

COMSTOCK; Wing. of Ins., p. 185, fig. 179 (1918) 

Locality : ・Honshu. 

A single male specimen (in dry) from Odaigaharayama, Prov. Yamato, 

captured by Mr. S. Issiki on August 12, 1913, in the collection of Dr. 

Okamoto. 

varie守・gracilz"s, nov. var. 



.So 桑山一日本盗櫛畿婿拍手辛に観する研究

This variety can be distinguishable from the type by the following長）Ur

pomts: 

I. Size much smaller. 

2. Colour of. the abdomen somewhat darker than that of the type. 

3. Both .. wings. somewhat narrower and slightly sharped at the apex. 

4. Costal area of the fore wing somewhat narrower ; in general the first 

and second radial sectors of the hind wing are united. 

Locality : Honshu. 

Three male specimens at present; one from Mt. Yoshino, Prov. Yama-

to, on August 2, 1913 (in dry) (leg. Mr. A. Nohira); one from Mt. 

Sanjodake, Prov. Yamato, on August 8, i913 (in dry) (leg. Mr. S. Issiki); 

and the other from Mt. Kurama, Prov. Yamashiro, on July 8, 1914 (in 

・ alcohol) (leg. Mr. A Nohira); all in the collection of Dr. Okamoto. 

Remarks : At the first glance this variety likes to be a different species 

from the typical form, but when examined the male genitalia, it may seen 

no special di任erentiationbetween both forms. Th~ author recognized the 

changes in the shape and in other respects as stational changing rather than 

individual variation, and the name above mentioned is given. 

2. Dilαf septentrionalz"s NAVAS 

Di!ar septentrz・ρna!is,NAVAS; Revue Russe d’Entom., Vol. XII, No. 3, 

p. 420 (1912): NAV.; Gen. Ins., Fasc. 156, p. 7, pl. I figs 2 & 3 

(1914). 

Locality: Corea; Siberia. (According to NAVAs). 

The author has not yet obtained a specimen of this species. 

3. Di!ar formosanus (OKAMOTO et KUWAYAMA) 

Lidar formosanus, OKAMOTO~ KUWAYAMA; Dobut. Zass. (Zool. Mag.), 

Vol. XXXII, No. 385, p・341& 344 figs I & 2 (1920) 

Locarity: Formosa. 

The type （平 indry) was captured by Pro£ S. MAτSUMURA at Arisan, 

on April 2, 1907, and preserved now in his cabinet. 

(January 1921) 
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第三園版解 Explanation of Plate m. 
I. クジヒグカグ世夕、雄、前麹、二十倍大 Forewing of D. J》oni-

C似合×ca.zo 

2. 向 上 ！後麹、二十倍大 Hindwinεof do. ×ca. 20 

3・ 巳メクジヒグカグロ夕、雄、前麹、二十倍大 Forewing .of D. 

faponicus gracilis合×ca.20 

4. 同 上 ー 後麹、二十倍大 Hindwing, of・ do. ×.ca. 20 

5・タイワングジヒグヵグ；ir .＇！！ 、峰、前麹、二十倍大 Fore wmg 

of D. formosanus♀×ca. 20 

6. 同 上 後麹、二十倍大 Hindwing of do. ×ca. 2。
7. クジヒグカグロ夕、雄、頭部、前面、〈廓大） Head of D. faponicus 

合， antedorview (much enlarged ancl Il)Odified) 

8. タイワシクジヒグヵグロ夕、雌、頭部、前面（廓大） Head of D. 

formosanus♀， anterior view (much enlarged and modified) 

9・同 上 前胸背に於ける癌起の排置 Arrangement

of tubercles on Pronotum of do. (modified) 
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IO. ヒメクジヒグカグロ夕、雄、燭角基部、宗十倍大 Basaljoints 

of antenna of D. japonicus gracilis合×ca.60 (r×3 LEITZ) 

I I. 向 上 鮪角中央部 Middlejoints of antenna of do. 

×ca. 60 (1×3 LEITZ) 

12. 同 上 鱒角先端部（念珠肢を呈せる末端の厳節

を除く） Apical joints of antenna, excluding several moniliformed 

joints. ×ca. 60 (1×3 LEITZ) 

13・タイヲシクジヒグヵグロ夕、雌、燭角基竿 Basalhalf of an-

tenna of D.ノcormosanus♀×ca.60 (1×3 LEITZ) 

14. 向 上 鱗角先宇 Apicalhalf of antenna of do. ×ca. 

白（I×3LEITZ) 

15. 向 上 雌腹端（側面廓大） Terminal segments of female 
， abdomen of do., showing ovipositor. (lateral view, much enlarged) 
16. ヒメクジヒグカグロ夕、雄、腹端〈背面廓大） Terminal seg-

ments of male abdomen of D. japonicus gracz万人 dorsalview. (much 

enlarged) 

17. 向 上 （腹面廓大） Do, ventral view. (much enlarged) 



、
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